
プランを支え、持続可能なまちづくりへと
つなげていく仕組みを整える

✔文化×テクノロジーで未来へとつなげる
✔魚河岸シャツの着用促進
✔廃棄されている温泉水を、新たな形で付加価値を見出す

新たな試みで話題性もある！

Yaizu Baton pass Project
YBPとは…県外の大学生と県内の高校生が協力をし、市内の人がサポートしながら持続可能なまちづくりを実現するプロジェクト！
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観光資源を最大限に生かし学習と絡めながら持続可能な観光へとつなげる

１．提案プランにおける問題認識

２．ターゲット

３．問題の解決策 ５．提案プランの新規性 6．効果

４．提案プランの実現計画

コロナ禍において実践的な学習が教育現場にて求めら
れている Uターンを誘発するため静岡県出身者が多
い関東圏と愛知県の学生
関東圏と愛知県在住のまちづくりに関心のある大学生

【焼津市が抱える課題】
①観光資源を活かしきれていない
焼津＝漁港、水産加工業 というイメージが強い

②若者の転出者が多い
③焼津温泉が湧出量の半分しか使われていない
【焼津市の魅力】
焼津温泉、屋号、魚河岸シャツ、堀川など…

伝統や文化のある観光資源が豊富
⇒資源を活かしたフィールドワークで、

将来のU・Iターンの促進を目指す。

全体像

マッチング

大学 高校

焼津市

オンライン会議を通じ、
大学生から提案を受け
高校生は事前に学習

焼津市が、学校へ
活性化プログラム提供

実践 提案

焼津市の魅力を再認識、または新しく知ってもらうことで
焼津市への興味を掻き立て、若者転出の抑制、呼び込み
増加をもって持続可能性を図る。

質問

市内を案内・説明

大学生

U・Iターンの増加

高校生

YBPを通して焼津の文化に興味を持った学生がのちの後
継者となり、文化が継承されていく可能性を図る。

将来的な文化の担い手

フィールドワークを含めた
プロジェクトを通して
焼津市の企画を提案・実践

廃棄温泉水を足湯船と飲料という新しい形で活用し、焼津
温泉の持続可能も目指す。

焼津温泉の有効利用

企画提案
このサイクルで
持続可能なまちづくり
を目指す！！

体験を通して…

・大学生には、Iターン・Uターン就職

・高校生には、地元進学
この2点を視野に入れてもらう！！

①県外の学生と県内の高校生がターゲット

事前準備 フィールドワーク その後

②捨てられている温泉に着目

参加者によるプラン提出

「湧出量の半分しか使われていない」という焼津温泉の課
題を解決するため足湯船と飲料としての活用方法を提案
→捨てられていたものに価値を見出し観光へとつなげる

まちづくりに関心をもつ学生をターゲットとすることで焼津市
の未来を担う人材育成へ

参加者によるプランの提案で持続的に焼津市の発展へと
つながるメカニズムを作っている

浜通りを中心に
キャッシュレス化

魚河岸シャツ
着用による割引

足湯船

温泉水を

スポーツドリンク
に

YBPに参加する大学生と

高校生をマッチング
提供参加

市民の
補助


